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情報表現入門のチェックテストとは

ログインが学籍番号のみでできるから簡単

シンプルで素晴らしいつくりのWebページ

答えが全部記載されているページがある

いつでも練習/本番カテゴリーが公開されている

https://[*****].sakura.ne.jp/pq/index.html



ここがまずい

ログインが学籍番号のみでできるから簡単

-> 他の人の学籍番号でテストを受けられてしまう

シンプルで素晴らしいつくりのWebページ

-> 情報を抜き取って整理しやすい

答えが全部記載されているページがある

-> 情報を抜き取って(ry

いつでも練習/本番カテゴリーが公開されている

-> ツールテストし放題

https://[*****].sakura.ne.jp/pq/index.html



いろいろやれそう



自動完答ツールをChrome拡張機能で実装しよう！



本番では絶対に使用しないでください！

ソースコードも一般に配布しません :)



Chrome拡張機能とは

Chromium系統のブラウザーで使用できる(ex: Google Chrome, Edge, Brave, ...)

HTML/CSS/JavaScriptで記述する

Chrome Extension APIを活用したブラウザで動作するアプリケーションを作成で

きる(ex: Storage, Runtime, Bookmark, ...)

Chrome ウェブストアのデベロッパー登録(初回のみ5$)で拡張機能を一般公開で

きる



1. 解答の取得

一般に公開されている

____.html(解答一覧)か

ら取得します

1. 解答ページを

fetchで取得

2. DOMParserで要

素ごとに分けて扱

いやすい形式に

3. 問と解答を抜き取

りjson形式に



1. 解答の取得

結果:

{
  "0001": {
    "q": "座標（0, 0）と座標（100, 100）を結ぶ直線を引く記述はどれか (1): line(0,0,100,100); (2): line(0,100,0,100) (3): line(100,0,0,100); (4): line(100,0,0,0);",
    "a": "line(0,0,100,100);"
  },
  "0002": {
    "q": "座標（10, 40）と座標（50, 90）を結ぶ直線を引く記述はどれか (1): line(10,40,50,90); (2): line(50,40,10,90); (3): line(40,10,90,50); (4): line(10,50,40,90);",
    "a": "line(10,40,50,90);"
  },
  "0003": {
    "q": "座標（70, 30）と座標（70, 90）を結ぶ直線を引く記述はどれか (1): line(70,30,70,90); (2): line(70,70,30,90); (3): line(300,70,70,30); (4): line(70,30,90,70);",
    "a": "line(70,30,70,90);"
  },
  ...,
  "0774": {
    ...,
  }
}



2. 答えを表示

learning.html(テスト(練習)ページ)の要素を書

き換えます

1. MutationObserverで問の(再)表示を監視

2. ページの#titleから問番号を特定

3. 先ほど取得したjsonから適したものを取得

4. ページに『＊答えは「...」です。』と表示

5. 正しい解答(.choice)を文字列の一致で判

別

6. 正しい解答(.choice)の色を変えて視覚的

にわかりやすく



2. 答えの表示

結果:

※練習カテゴリー



3. 自動で完答

この程度ならPuppeteerやSeleniumを

使わなくてもHTMLElement.click()のみ

で実装可能

getAns()を少し変更します

1. HTMLElement.click()で正しい解答

(.choice)をクリック(選択)

2. 同じく回答提出をクリック

https://developer.mozilla.org/ja/docs/Web/API/HTMLElement/click


3. 自動で完答

結果:

※練習カテゴリ

0:00 / 0:14



まとめ

Chrome拡張機能ってｽｺﾞｲ

情報表現入門のテストページはセキュリティ周りを強化すべきだと思う

ログインは学籍番号+パスワードにする(不正ログイン対策)

解答をログイン介さないと見れないようにする(スクレイピング対策)

reCaptcha/hCaptchaなどを導入する(スクレイピング対策)

etc.



最後に



ズルいのはダメ！死刑！

本番では絶対に使用しないでください！


